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【最近の事件について】 
 ５月３日，愛知県内で発生した下校途中の女子高校生に対する強盗殺人事件は私たちにとって大きな衝撃で

した。残念なことに未だに犯人が逮捕されたというニュースは聞こえてきません。また，その後も同様の事件

が起きています。そして６日８日には東京秋葉原で，多数の死傷者を出した通り魔事件まで起きました。どう

してこうも人の命を簡単に奪うことができるのか，心の底から怒りを覚えます。子どもたちだけでなく，大人

でもいつこういう事件に巻き込まれるか分からない社会になってしまったようです。事件事故に巻き込まれな

いようにすることがなかなか困難になってきているとは言うものの，身のまわりに起きていることに常に関心

を持ちながら，どんなときでも「自分が気をつけなければならないこと」を一つくらいは考えながら行動する

ことが大切なのではないでしょうか。 
 さて，このような事件発生の前には，不審者情報やネットへの書き込みなどがあったことが分かっています。

不審者情報もあまり多くなると一つひとつの情報にどのように対応してよいかを考えなくなるかもしれません。

また，ネットへの書き込みについてもそれらをすべてチェックすることはもちろん不可能でしょう。また，誰

かがその書き込みを見たとしても「まさか」と思うだけかもしれません。案の定，その事件後数件のネット上

へのいたずらの書き込みがあったようです。それらのうちの何件かは発信者を特定され，その書き込みをした

人を警察が逮捕，補導しました。そこで逮捕，補導された人の中には，未成年者もいたようです。ネット上へ

の書き込みはパソコンや携帯電話を使う環境を持っている人であれば誰でもできます。「ちょっとふざけてやっ

てしまった」では済まないことになってしまうこともあります。 
安全のためということで子どもに持たせた携帯電話が，子どもを守る道具と，いじめや犯罪の道具の両者に

なりつつあることを忘れてはいけません。 
【連絡・確認は大切】 
 ６月１２日に岩手県で小学校４年生の女子児童を約１２時間連れまわしたとして男性が逮捕されたという記

事を新聞で見つけました。この女子児童は朝７時１５分ごろ１人で登校中にランドセルをつかまれて車に引っ

張りこまれたとのことでした。 
 驚いたことは，女子児童が学校に来なかったことについて，学校側から家庭に確認をしていなかったことで

す。登校していた近所の子が下校後にプリントを届けに行ったことで，その女子児童が登校していなかったこ

とを保護者が知ったということでした。連絡がないまま登校しない子どもの家庭には必ず確認の連絡をするこ

とは誰が考えても当たり前と思うことですが，残念ながらそれができていませんでした。 
桐光学園小学校では，平日だけでなく，土曜講習の際にも，電話，ファックスなどで欠席，遅刻，早退の連

絡をしっかりといただけるので大変ありがたく思っています。これからもついうっかりということがないよう

に十分に気をつけていきたいものです。 
【身につけさせたいこと】 
学校は勉強するところ，その活動の中心は「授業」です。今多くの子どもたちに，授業を大切にするという

意識はかなり定着してきていると思います。また，授業中に守らなければならないルールがあることも子ども

たちはよく知っています。しかし，つい思ったことを口にしてしまい，それが度重なることでまわりの子に迷

惑をかけてしまう子もときどきいます。多くの子どもたちに等しく問いかけをし，広く意見を発表してもらい

たいと思っているときに，特定の子だけがルールを守らずに話し始めるのはやはり困るものです。これがエス

カレートするときっと授業は成立しなくなるでしょう。もちろん，そこに教員の指導力が大きく関わることは

当然です。 
私たちは，授業中に勝手なおしゃべりをしてしまう子や学習のルールを守ることができない子のことを決し

て放任しているわけではありません。そういう子に対しては，個別に声かけをし，自分のとっている行動に気

づかせるようにします。４０分間の貴重な授業時間をそういう子の指導に費やさなければならないのはとても

残念なことです。私たちは，できるだけ授業の時間をしっかり確保するように，授業中の声かけは最低限のも

のにし，必要に応じて休み時間などに指導するようにしています。これはむしろ授業で頑張っている子どもた

ちへの配慮とも言えるものです。 
私たちは，低学年（１～３年生）の間に，授業への取り組み，課題への取り組み，友だちとのコミュニケー

ションのとり方，行事への取り組み方などについては最低限身につけさせなければならないことと考えており，

高学年の学校生活はそういう力が身についていることを前提として始めることを目標としています。 
【卒業生保護者によるお話し会】 
 先日お知らせいたしましたが，７月１８日の懇談会の日には，卒業生のお母様たちをお招きし，小学校を卒

業した子どもたちがどのような中高での生活を送っているのか，小学校の間に身につけさせたい力とはどうい

うものなのかなどについてお話していただくつもりです。校長室で討論会（懇話会）をしていて，下級生の保

護者が上級生の保護者の話を真剣に聞いている様子を見ながら，いつかこういう時間を作りたいと考えていま

した。初めての企画ですが，皆様のご期待に応えることができればと思っております。 
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